
６月から一斉登校となり、１か月が過ぎましたが、生活のリズムは整ってきたでしょうか。

前号でもお伝えしましたが、スマホの利用・視聴で生活リズムが乱れている人が多くなってい

るとニュースなどで報じられています。特に、中学生、高校生の時期は、将来の社会的自立に

向けた大切な時期。日々の生活を客観的に見て、自己管理していくことが重要だと言われてい

ます。再度、自分の生活習慣がどうなのかを振り返り、改善すべきところは強い意志をもって

改善していきたいものです。

さて、先日、中学校の留守番電話に「小郡中学校の生徒さんから挨拶を

してくれて嬉しかった」という地域の方からの伝言メッセージがはいって

いました。私自身、本当にうれしく思いましたし、小郡中学校の伝統がし

っかり引き継がれているなぁと感じました。たった一言の挨拶ですが、挨

拶は相手に元気を与える魔法の力がありますよね。

今号では皆さんに『凡事徹底』という四字熟語を紹介したいと思います。

この『凡事徹底』という言葉を聞いたことがある人も多いと思いますが、

この言葉はパナソニック(旧社名：松下電気器具製作所)を一代で築き上げ

た経営の神様と呼ばれている松下幸之助さんがよく使われていた言葉だそ

うです。実は、なかなか生徒の皆さんにしっかりと説明することができて

いませんが、小郡中学校はこの『凡事徹底』を学校教育目標達成のための具

体的取組のひとつにしています。「凡事」の「凡」とは「なみ」とか「ふつう」

を意味しますので、「凡事」とは「ふだんのこと」になるでしょう。「徹底」

は「十分にいきわたること」や「行いや態度が中途半端ではないこと」を意味します。

すなわち、『凡事徹底』とは「当たり前のことを当たり前にやり続けなさい」ということです。

松下幸之助さんは、『伸びる会社は、訪問すればすぐわかる。「いらっしゃいませ、おはよ

うございますというさわやかな挨拶が返ってくる会社」、「事務所や工場がキッチリと整理整頓

されている会社」、「トイレの掃除がゆきとどいている会社」。この三つのことができている会

社は間違いなく伸びる。逆に、これらが出来ていない会社は、今、ある程度の業績であっても、

必ず駄目になる。そして、このことは人にもあてはまる。当たり前のこと、簡単なことをしっ

かりやり続けている人は、間違いなく成長する。逆に凡事徹底ができない人は絶対に伸びない

…』と 仰 っています。
おっしゃ

皆さんにとっては、将来の豊かな生活を実現するための準備として、今のうちにしっかり勉

強をしておくこと。体や心を鍛えておくこと。そして、人として必要な、たとえば「さわやか

な挨拶ができる」「親切にされたらお礼のことばを言う」「人の嫌がることをしない」「人への

ふさわしい応対ができる」「時間を守る」「時、場所、機会を得た正しい服装や言葉遣いができ

る」などなど、そのたしなみをきちんと知っておくことが『凡事徹底』であると思うのです。

元気のよい挨拶はもちろん、人が見ていなくてもゴミが落ちていたら拾う、トイレのスリッ

パをそろえるなど、「凡事」というのはそこからなのです。このような簡単なことをやり続け

ることが心の強さを育てることにもつながるのではないでしょうか。そのような気持ちをも

って、学校生活に臨み、規律と節度のある学校をみんなでつくっていきたいものです。
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『凡事徹底』…規律と節度ある学校をみんなでつくっていきましょう！



文書およびこの学校だよりでもお伝えしていましたが、本年度は新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止のために中体連夏季大会の中止が決定しております。ただ、代替大会が各種目

ごとに予定されており、３年生にとっては中学校時代の部活動の集大成といえる大会となりま

す。代替大会まで残りわずかな時間となりますが、今まで指導されたこと、自分やチームの課

題や解決策をもう一度確認し、最後の調整を念入りに行い、本番に臨んでほしいものです。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策

として臨時休校となり、部活動もできない期間が

長く、感覚を取り戻すのに時間がかかったことで

しょう。そんな中、３年生の皆さんは２年半よく

練習に頑張ってきたと思います。皆さんの朝練や

放課後の練習を見ていても部活動に真剣に取り組

む姿勢には感心しました。今まで部活動に取り組

んできたことは、決して無駄にはなっていないは

ずです。この代替大会で３年生は引退となります

が、いい加減な気持ちで参加せず、今までやって

きたことに自信をもってプレーすることに心がけ

てほしいと思っています。お互いに励まし、声を

かけ合い、すばらしい大会にしてください。また、

今まで部活動を続けることができたのは、いろい

ろな人の協力や援助があってできたことも忘れな

いようにしてほしいものです。

保護者の皆さまには、日頃より本校部活動への

ご理解とご協力をいただき、ありがとうございま

す。３年生にとっては最後の大会となりますが、

全力で頑張ってくれると思いますので、ご声援を

よろしくお願いいたします。なお、この代替大会

では無観客や３年生の保護者のみの観戦など制限

がある種目もあります。大会についての詳細は各

顧問より連絡をいたしますので、ご確認ください。

また、観戦が許可されている場合でも、マスク着用など新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止対策のご配慮をよろしくお願いいたします。

７月４日(日)に小郡市陸上競技場において、ブロック陸上競技代替大会が開催されました。

本校からは７名の生徒が参加し、全力を尽くしてくれました。結果は表の通りです。練習もあ

まりできなかったと思いますが、最後まであきらめない姿勢でレースに臨む姿はすばらしく、

本当にうれしく思いました。お疲れ様でした。

ブロック(うきは市・小郡市三井郡中学校)陸上競技代替大会の結果

代替大会に向けて…今までやってきたことに自信をもって頑張れ！



今もなお、新型コロナウイルス感染症が私たちの健康や社会・経済など、生活に深刻な影響

を与え続けています。また、このコロナ禍において、毎年発生する風水害や地震などが同時に

発生し、複合災害となることが懸念されている中、７月４日より数日に渡って、熊本県を中心

に九州の各地を襲った豪雨は、甚大な被害をもたらしてしまいました。筑後地区でも大牟田市

や久留米市などは被害が大きく、多くの方が片づけはもちろん、避難所での生活を余儀なくさ

れていると報道されています。謹んで豪雨による災害のお見舞いを申しあげます。

被災地・被災者にとっては感染対策も講じながらの復旧作業となりますが、一日も早い復旧を

お祈りするばかりです。

今回の豪雨災害も「我が事」として捉え、冷静な判断や行動ができるように地理的・物理的

な視点から、自宅やその周辺でどのようなことが起き得るのか知っておくこと、そして、ハザ

ードマップで土砂災害や浸水のおそれがないかを確認し、避難行動のシミュレーションをして

おくことなど、再度、家族間で確認しておきたいものです。

なお、非常時には新型コロナウイルス感染症対策により、避難所や

避難場所が変更または増設される可能性もありますので、避難・災

害情報などを市ホームページ等で自ら収集できるようにしておくこ

とも、命を守る重要な鍵となると思っています。ぜひ、命の大切さ

や自然の計り知れない力をわかって生きていくことやどんな環境にあっても「自分の命は、自

分で守る」ことを心がけ正しい判断ができる人をめざしていきたいものです。

７月１１日(土)、１６日(木)に３年生進路保護者会を行いま

した。本年度は新型コロナウイルス感染症対策のために学級ご

とに実施しましたが、大雨による臨時休校のために３年１組の

保護者の皆さまには急遽、日時を変更し、大変ご迷惑をおかけ

しました。

さて、自分の進路は自分で考え、自分で切り拓く、自分の努

力で希望を実現することが大切です。ただ、進路選択の際には、
【進路保護者会の様子】

どうしても目の前のことで精一杯になります。「将来に対する思い」「将来の夢」…をぜひ保護

者の皆さまには聞いていただきたいのです。そして、その実現の方法を共に探りながら、我が

子に自らの手で進路を切り拓く力を育ててほしいのです。それが進路選択の意味です。

生徒の皆さんは、「自分はこうしたいのだ」という自分の意志をしっかりもってください。

わがままや自己中心的な意見ではなく、保護者や先生方、友だちの意見もよく聞き、自分はこ

うするのだという強い考えをもってください。

人それぞれに夢は違います。どの夢が立派でどの夢がだめということはありません。そして、

学校での勉強や部活動は、人と比べるためではなく、自分の夢をかなえるためにあるのです。

壁に突き当たってもあきらめることなく、自分が何をしたかったのか、何になりたかったの

かを見つめ直して、夢に向かってがんばれる人になってほしいと思います。

小郡市立小郡中学校 令和２年７月２１日
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進路とは、自分で考え、自分で切り拓く、自分の努力で希望を実現すること

謹んで豪雨による災害のお見舞いを申しあげます 自分の命は 自分で守る



７月１８日(土)からブロック代替大会が各会場で開

催されています。１８日(土)と１９日(日)に開催され

た種目と結果は右表の通りです。新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止対策を講じながらの大会となり

ましたが、モチベーションを高く維持し続け、どの部

もチーム一丸となって各会場で熱戦を繰り広げてくれ

ました。最後まであきらめない姿勢で試合に臨む姿は

すばらしく、本当にうれしく思いました。

３年生にとっては最後の大会となるわけですが、勝

ちにこだわって努力することは、とっても大切なこと

だと思います。ただ本当の勝ちとは、一つのことをや

り遂げた自分が次のステージに進んだとき、どんな小

さなことでもいい、私はこんなに変わったと、よい姿

になっている自分に気づいたときなのです。

出場した選手諸君、お疲れ様でした。

また暑い中、応援に来ていただいた保護者の皆さま、本当にありがとうございました。

２３日(木)以降もブロック代替大会は続きますが、応援をよろしくお願いいたします。

【卓球男子】 【卓球女子】 【バスケットボール女子】

【ソフトボール】 【ソフトテニス女子】 【バドミントン】

【バスケットボール男子】 【ソフトテニス男子】 【バレーボール女子】

8/ 1(土) 土曜日授業

7/23(木)～26(日) ブロック代替大会 8/ 6(木) 第１学期終業式(給食あり)

7/27(月) チューター開講式(昼休み) 8/ 7(金)，17(月)生徒会リーダー研修会

7/30(木)，31(金) 定期考査 8/21(金) 第２学期始業式(給食あり)

部 活 動 名 期　日 会　　　　場 成　績

 ソフトテニス男 ７月１８日(土) 大刀洗中学校 団体　準優勝

 ソフトテニス女 ７月１９日(日) 大刀洗中学校 団体　５位

 ソフトボール ７月１８日(土) 小郡中学校 １勝１敗

 バスケットボール男 ７月１８日(土) 大刀洗中学校 ２勝

 バスケットボール女 ７月１９日(日) 大刀洗中学校 ２勝

 バレーボール女 ７月１９日(日) 浮羽中学校 ２敗

 卓　球　　　男 ７月１８日(土) 小郡中学校

団体　優勝
個人　優勝　　 後藤春樹
　　　　準優勝  河原大夏
　　　　３位　　　前田健吾

 卓　球　　　女 ７月１９日(日) 立石中学校 団体　３位

バドミントン ７月１８日(土) 三国中学校 個人　準優勝  堀田羽美

令和２年度　ブロック（うきは市・小郡市三井郡中学校）代替大会
令和２年７月１８日(土)、１９日(日)実施分　本校試合結果

ブロック（うきは市・小郡市三井郡）中学校代替大会 各会場で熱戦が！

今後の予定


